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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）式（Ｉ）：
【化１】

[式中、
　ｎは、７０～１００の整数であり、 
　ｍは、１～５の整数であり、及び
　Ｒは、Ｃ１６－Ｃ１８アルキル又はアルケニル脂肪鎖である]
の少なくとも一の脂肪アルコキシル化二量体化合物、及び
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　（ｂ）式（ＩＩＩ）及び（ＩＶ）：

[式中、
　１）Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４は、同一又は異なっていて、Ｃ１－Ｃ４０炭化水素ベー
ス基から選択され；
　２）Ｘは、同一又は異なっていて、直鎖状及び分岐状のＣ１－Ｃ３０アルキレンジイル
基から選択され；
　３）Ｙは、直鎖状及び分岐状のＣ１－Ｃ５０二価アルキレン基から選択され；
　４）ｎは、２～５００の範囲の整数であり、ｍは１～１０００の範囲の整数である]
の少なくとも一のポリシロキサン－ポリアミドコポリマー、及び
　（ｃ）少なくとも一の非シリコーン－ポリアミドコポリマー
を含有してなるマスカラ。
【請求項２】
　前記ポリシロキサン－ポリアミドコポリマーが、少なくとも一のナイロン－６１１／ジ
メチコーンコポリマーである請求項１に記載のマスカラ。
【請求項３】
　前記少なくとも一の非シリコーン－ポリアミドコポリマーが、エステル、アミド、ポリ
アルキレンオキシ基又はそれらの混合物で末端処理されたものである、請求項１又は２に
記載のマスカラ。
【請求項４】
　少なくとも一の非シリコーンポリアミドコポリマーが、エステルで末端処理されたもの
である、請求項３に記載のマスカラ。
【請求項５】
　エマルションの形態である、請求項１から４の何れか一項に記載のマスカラ。
【請求項６】
　請求項１から５の何れか一項に記載のマスカラを睫毛に適用することを含む睫毛のメイ
クアップ方法。
【請求項７】
　請求項１から５の何れか一項に記載のマスカラを睫毛に適用することを含む睫毛のボリ
ューム又は長さを増大させる方法。

【発明の詳細な説明】
【発明の開示】
【０００１】
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(本発明の背景)
(発明の分野)
　本発明は、一般に、少なくとも一の脂肪アルコキシル化二量体化合物、及びポリオルガ
ノシロキサン含有ポリマー、非シリコーンポリアミドコポリマー、炭化水素樹脂、スチレ
ン含有コポリマー及びそれらの混合物からなる群から選択される高分子化合物を含有する
マスカラ、トップコート及びベースコート等の睫毛用組成物に関する。該組成物は、例え
ば、睫毛の長さ及び／又はボリュームを増大させたり、耐移り性、耐水性及び／又は長時
間にわたる帯着性を増加させる等の改良された性質と特徴を有する。
【０００２】
(背景の記載)
　多くのマスカラ及び他の化粧品組成物は、長時間にわたる帯着性及び耐移り性のために
開発されている。これは、一般的に、塗布後被膜を形成する成分の使用により達成される
。そのような組成物は、通常、皮膚又は睫毛に接触した際に、ワックス及び／又は樹脂、
顔料、フィラー、及び活性剤を含む層を残して蒸発する揮発性の溶剤を含有する。しかし
ながら、これらの組成物は、皮膚又は睫毛上に、脆く又は柔軟性に欠ける被膜として留ま
るので、使用者にとって不快となりうる。また、このような組成物は、しなやかさや柔軟
性に欠けるので、付着感がよくない場合もある。また、そのような組成物は、皮膚や睫毛
への付着性に乏しいため剥がれやすい傾向がある。さらに、このような組成物は、粘着性
を有しており、その結果、塗布性、拡散性及び付着性に乏しくなる傾向がある。
【０００３】
　従って、依然として、殆ど又は全く移らない長時間にわたる帯着性が改良された化粧品
組成物、即ち「色移りしない(transfer-free)」又はしなやかさや快適さ等の優れた化粧
品特性を有する耐移り性化粧品組成物が必要とされている。例えば、耐移り性組成物は、
ケラチン物質が、皮膚、衣服、カップ、紙、たばこ又はハンカチ等に接触した際に、移動
しないであろうケラチン物質上に、被膜を付着する場合もある。
【０００４】
　従って、本発明の一態様は、上述した従来の組成物の課題の少なくとも一を解決又は克
服することができる睫毛用手入れ及び／又はメイクアップ及び／又はトリートメント組成
物である。
【０００５】
(発明の概要)
　本発明は、（ａ）少なくとも一の脂肪アルコキシル化二量体化合物；及び（ｂ）ポリオ
ルガノシロキサン含有ポリマー、非シリコーン－ポリアミドコポリマー、炭化水素樹脂、
スチレン含有コポリマー、及びそれらの混合物からなる群から選択される少なくとも一の
高分子化合物を含有するマスカラ、トップコート及びベースコート等の睫毛用組成物に関
する。
【０００６】
　さらに、本発明は、（ａ）少なくとも一の脂肪アルコキシル化二量体化合物；（ｂ）少
なくとも一の炭化水素樹脂；及び（ｃ）少なくとも一のスチレン含有コポリマーを含有す
るマスカラ、トップコート及びベースコート等の睫毛用組成物に関する。
【０００７】
　さらに、本発明は、（ａ）少なくとも一の脂肪アルコキシル化二量体化合物；（ｂ）少
なくとも一のポリオルガノシロキサン含有ポリマー；及び（ｃ）少なくとも一の非シリコ
ーンポリアミドコポリマーを含有するマスカラ、トップコート及びベースコート等の睫毛
用組成物に関する。
【０００８】
　さらに、本発明は、（ａ）少なくとも一の脂肪アルコキシル化二量体化合物；及び（ｂ
）ポリオルガノシロキサン含有ポリマー、非シリコーン－ポリアミドコポリマー、炭化水
素樹脂、スチレン含有コポリマー、及びそれらの混合物からなる群から選択される少なく
とも一の高分子化合物を含有する、例えば、耐移り性、長時間にわたる帯着性及び／又は
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耐水性等のマスカラ、トップコート及びベースコート等の睫毛用組成物に関する。
【０００９】
　また、本発明は、睫毛のボリューム及び／又は長さを増大させるために、有効量の、（
ａ）少なくとも一の脂肪アルコキシル化二量体化合物；及び（ｂ）ポリオルガノシロキサ
ン含有ポリマー、非シリコーン－ポリアミドコポリマー、炭化水素樹脂、スチレン含有コ
ポリマー、及びそれらの混合物からなる群から選択される少なくとも一の高分子化合物を
含有する組成物を適用することからなる、睫毛のボリューム及び／又は長さを増大させる
方法に関する。
【００１０】
　さらに、本発明は、メイクアップ等を必要としている睫毛のために、メイクアップ有効
量の、（ａ）少なくとも一の脂肪アルコキシル化二量体化合物；及び（ｂ）ポリオルガノ
シロキサン含有ポリマー、非シリコーン－ポリアミドコポリマー、炭化水素樹脂、スチレ
ン含有コポリマー、及びそれらの混合物からなる群から選択される少なくとも一の高分子
化合物を含有する組成物を、睫毛に適用することからなる、睫毛のメイクアップ方法に関
する。
【００１１】
　また、本発明は、睫毛を処理及び／又は手入れするために、十分な量の本発明の組成物
を睫毛に適用することによる睫毛のトリートメント又は手入れをする方法に関する。
【００１２】
　さらに、本発明は、睫毛の外観を強化するために、十分な量の本発明の組成物を睫毛に
適用することにより、睫毛の外観を強化する方法に関する。
【００１３】
　上の一般的記載と次の詳細な記載は双方とも例示的で説明のためのものであって、本発
明を限定するものではないことが、理解されなければならない。
【００１４】
(発明の詳細な記載)
　本明細書において、「少なくとも一の」なる表現は一又は複数であることを意味し、よ
って、個々の成分、並びに混合物／組合せ物を含む。
【００１５】
　本明細書において、「耐移動性」とは、例えば食事又は飲用により、ガラス、衣類又は
皮膚等の他の物質と接触することで、容易に除去されない組成物が示す品質を称する。耐
移動性は、このような評価のための当該技術で公知の任意の方法により評価され得る。例
えば、組成物の耐移動性は、変形された「キス」テストにより評価され得る。変形された
「キス」テストは、ヒトの睫毛に組成物を適用し、適用に続いて所定時間の経過後、例え
ば適用２分後に、ペーパーシート等の物質に「キスする」又は擦ることを含むものであっ
てよい。同様に、組成物の耐移動性は、適用に続いて所定時間の経過後、任意の他の基質
に着用者から移動した、例えば個人の睫毛から移動した製品の量によっても評価され得る
。ついで、基質(例えば、衣服又は紙)に移動した組成物の量を評価し、比較してよい。例
えば、製品のほとんどが睫毛の上に残っているならば、組成物は耐移動性があるとされる
。さらに、移動した量は、他の組成物；例えば商業的に入手可能な組成物により移動した
量と比較されてもよい。
【００１６】
　本明細書において、「長時間にわたる帯着性」とは、コンシステンシー、テクスチャー
、及び色調から選択される少なくとも一の特性が、裸眼で見て、長時間、例えば１時間、
２時間、さらには８時間後でも、適用時と同様に維持されている組成物を称する。長時間
にわたる帯着性は、このような特性を評価するための、当該技術で公知の任意の方法によ
り評価され得る。例えば、長時間にわたる帯着性は、ヒトの睫毛に組成物を適用し、長時
間経過後の組成物のコンシステンシー、テクスチャー及び色調を評価することを含むテス
トにより評価され得る。例えば、マスカラ組成物のコンシステンシー、テクスチャー及び
色調を適用直後に評価し、個人が所定時間、マスカラ組成物を塗布した後に、これらの特
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徴を再評価して比較してもよい。さらにこれらの特徴は、他の組成物、例えば商業的に入
手可能な組成物に対して評価してもよい。
【００１７】
　本明細書において、「耐水性」とは、水をはじく能力、及び水に対する耐性を称する。
耐水性は、このような特性を評価する当該技術で公知の任意の方法により評価されてよい
。例えば、マスカラ用組成物はつけ睫毛に適用されてよく、ついで、所定時間、例えば２
０分水に配してもよい。予め定められた時間の経過後、つけ睫毛を水から取り出し、例え
ばペーパーシート等の物質上に渡す。物質上に残った残留物の程度を評価し、他の組成物
、例えば商業的に入手可能な組成物と比較してよい。同様に、組成物を皮膚に適用し、所
定時間、皮膚を水に浸してもよい。ついで、予め定められた時間後、皮膚に残存する組成
物の量を評価し、比較してもよい。例えば、製品のほとんどが着用者、例えば睫毛、皮膚
等に残っているならば、組成物は耐水性があるとされる。
【００１８】
　本明細書において、「粘着性」とは、２つの面を分離させるのに必要な最大張力、Ｆｍ

ａｘを測定することを称する。考慮される適用及び設定される処方物に応じて、Ｆｍａｘ

の所望の値を変えてよい。いくつかの実施態様において、実質的に非粘着質の組成物は、
約４ニュートン(Ｎ)未満、約１Ｎ未満、約０．５Ｎ未満、約０．３Ｎ未満、約０．２Ｎ未
満、又は約０．１Ｎ未満のＦｍａｘを有する。当業者であれば、ＬＬＯＹＤモデルＬＲ５
Ｋ型の伸長メーターを使用して測定され、２つの面を剥離させるのに必要な、最大牽引力
を測定することにより、組成物のＦｍａｘを決定することができる。
【００１９】
　例えば、固体状、硬質、不活性で非吸収性の２つの３８ｍｍ２の面Ａ及びＢを、可動性
マウント上に搭載し、互いに対面させる。面は、互いに近寄る又は離れる様に可動可能で
あってよく、また、面Ａは面Ｂとは独立して、又はその逆に動いてもよい。伸長メーター
に挿入する前に、約１０～約３０％、好ましくは２０％の濃度の溶媒、例えば水性、水性
-アルコール性、炭化水素、シリコーン及びアルコール性溶媒に溶解していてもよい、測
定される組成物で面Ａを被覆し、面Ａを１～１０ミル、好ましくは１ミルの厚さに被覆し
、面を室温、例えば２２～２５℃、相対湿度約５０％で２４時間乾燥させる。伸長メータ
ーに挿入してから、面Ａを、面Ｂに対して３Ｎの圧縮力に２０秒かけ、ついで２０ｍｍ／
分の速度の張力に３０秒かける。次に、分離開始に必要な総力Ｆｍａｘを記す。平均Ｆｍ

ａｘを、複数対、好ましくは少なくとも６対の面Ａ及び面Ｂで、前記手順を実施すること
により決定する。
【００２０】
　本発明の化粧品用組成物及び方法は、ここで記載された本発明の必須要素及び制限、並
びにここに記載された付加的な又は任意の成分、要素又は制限、もしくはケラチン物質へ
の適用を意図した個人手入れ用組成物に有用な他のものを含有し、それらから構成され、
又は本質的にそれらから構成され得る。
【００２１】
　本発明の組成物は、非固体無水状、オイルフリー又はエマルション組成物（例えば、油
中水型、水中油型、多層エマルション（Ｗ／Ｏ／Ｗ又はＯ／Ｗ／Ｏ）、ナノエマルション
）等のように睫毛に使用するために適切な任意の形態であってよい。本発明の組成物は、
マスカラであってよい。一般に、マスカラは顔料等の色素を含む。さらに、本発明の組成
物は、クリア又は透明なもの：すなわち、色素を殆ど含まない又は全く含まないものであ
ってよい。特に、色素を殆ど含まない又は全く含まない本発明の組成物は、睫毛に適用す
る他の製品の下及び／又は上に適用するためのベースコート及び／又はトップコートであ
ってよい。
【００２２】
　ここで記載するように、安定性は、２５℃で８週間、制御された環境チャンバーに、組
成物を配することでテストしたものである。このテストにおいて、サンプルの物質状態を
、チャンバーに配した時に検査する。次に、サンプルを２４時間、３日、１週間、２週間
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、４週間及び８週間目に、再度検査する。各検査において、サンプルを、組成物の異常性
、例えば組成物がエマルションの形態ならば相分離について調査する。また安定性を、４
０℃、３７℃、４５℃、５０℃及び／又は凍結解凍状態で、８週間テストを繰り返すこと
によりさらにテストする。これらのテストのいずれかにおいて、組成物の機能を妨害する
異常性が観察された場合は、組成物は安定性を欠くものとみなされる。当業者であれば、
意図する用途に基づき、組成物の機能を妨害する異常性を、容易に認識するであろう。
【００２３】
　脂肪アルコキシル化二量体化合物
【００２４】
　本発明では、少なくとも一の脂肪アルコキシル化二量体化合物を含む組成物が提供され
る。適した脂肪アルコキシル化二量体化合物には、ここに全ての内容を参照としてそっく
りそのまま取り入れられている、２００５年５月１９日に公開された、米国特許出願公開
第２００５／０１０６１９３号に開示される化合物が含まれる。
【００２５】
　さらに具体的には、適した脂肪アルコキシル化二量体化合物は、式（Ｉ）：
【化１】

[式中、
　ｎは、約５０～約１５０、好ましくは約７０～約１２０、さらに好ましくは約７５～１
００の整数であり、その間の全ての範囲と部分的範囲を含み；
　ｍは、１～５、好ましくは２及び／又は３（エトキシル化及び／又はプロポキシル化）
、さらに好ましくは２（エトキシル化）の整数であり；及び
　Ｒは、Ｃ１２－Ｃ２４アルキル又はアルケニル脂肪部分、好ましくはＣ１４－Ｃ２２脂
肪部分、さらに好ましくはＣ１６－Ｃ１８脂肪部分である]
の化合物を含む。
　好ましい脂肪アルコキシル化二量体化合物は、約７５～約１００のエトキシル化単位及
びＣ１６－Ｃ１８脂肪部分を有する化合物である。それらの化合物の特に好ましい例は、
ダーモティックス(Dermothix)７５又はダーモティックス１００の商品名で販売される、
それぞれ、７５又は１００モル（又は単位）のエトキシル化を有する化合物である。
【００２６】
　好ましくは、脂肪アルコキシル化二量体化合物は、組成物の全重量に対して約０．５重
量％～約４０重量％の範囲の量であり、より好ましくは組成物の全重量に対して約１重量
％～約３０重量％の範囲の量であり、さらに好ましくは組成物の全重量に対して約３重量
％～約２０重量％の範囲の量であり最も好ましくは約５重量％～約１５重量％の範囲の量
であり、その間の全ての範囲と部分的範囲を含む。
【００２７】
　高分子化合物
【００２８】
　本発明によれば、ポリオルガノシロキサン含有ポリマー、非シリコーンポリアミドコポ
リマー、スチレン含有コポリマー、炭化水素樹脂及びそれらの混合物からなる群から選択



(7) JP 5283340 B2 2013.9.4

10

20

30

40

50

される少なくとも一の高分子化合物を含有する組成物が提供される。
【００２９】
　一般に、ポリオルガノシロキサン含有ポリマーは、好ましくは約５００～約２．５×１
０６以上の質量平均分子量を有し、好ましくは、鎖の一部又はグラフト形態で、１～約１
００００のオルガノシロキサン単位を有する少なくとも一のポリオルガノシロキサン基、
及び水素相互作用を確率可能な少なくとも２つの基を含有するホモポリマー及びコポリマ
ーを含有するようなポリマーを挙げることができる。適したポリオルガノシロキサン基含
有ポリマーは、ここに全ての内容を参照として取り入れられている、２００５年１０月２
１日に出願された、米国特許出願第１１／０２５４９１９号に記載されている。
【００３０】
　より具体的には、好ましいポリオルガノシロキサン含有ポリマーには、式（ＩＩＩ）及
び（ＩＶ）：
【化２】

及び
【化３】

[式中、
　１）Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４は、同一でも異なっていてもよく、
－鎖中に、酸素、硫黄及び窒素から選択される少なくとも一の原子を有していてもよく、
また、場合によっては、一部又は全部が少なくとも一のフッ素原子で置換されていてもよ
い、直鎖状、分岐状及び環状で、飽和及び不飽和の、Ｃ１－Ｃ４０炭化水素ベース基；
－場合によっては、少なくとも一のＣ１－Ｃ４アルキル基で置換されてもよい、Ｃ６－Ｃ

１０アリール基；
－場合によっては、酸素、硫黄及び窒素から選択される少なくとも一の原子を含有してい
てもよい、ポリオルガノシロキサン鎖から選択され；
　２）Ｘは、同一でも異なっていてもよく、場合によっては、酸素及び窒素から選択され
る少なくとも一の原子を鎖中に有していてもよい、直鎖状及び分岐状のＣ１－Ｃ３０アル
キレンジイル基であり；
　３）Ｙは、飽和及び不飽和で、Ｃ１－Ｃ５０直鎖状及び分岐状の二価アルキレン、アリ
ーレン、シクロアルキレン、アルキルアリーレン及びアリールアルキレン基であり、場合
によっては、酸素、硫黄及び窒素から選択される少なくとも一の原子を有していてもよく
、場合によっては、以下の原子及び原子基：フッ素、ヒドロキシル、Ｃ３－Ｃ８シクロア
ルキル、Ｃ１－Ｃ４０アルキル、Ｃ５－Ｃ１０アリール、１～３のＣ１－Ｃ３アルキル基
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、Ｃ１－Ｃ３ヒドロキシアルキル基及びＣ１－Ｃ６アミノアルキル基で置換可能なフェニ
ルで置換されていてもよいもの；又は
　４）Ｙは、式：
【化４】

[式中、
－Ｔは、場合によっては、ポリオルガノシロキサン鎖で置換されていてもよく、及び場合
によっては、Ｏ、Ｎ及びＳ、又はＮ、Ｐ及びＡｌから選択される三価原子を表すＴから選
択される少なくとも一の原子を含有していてもよい、直鎖状及び分岐状で、飽和及び不飽
和の、Ｃ３－Ｃ２４三価及び四価炭化水素ベース基から選択されるものであり、及び
－Ｒ５は、直鎖状及び分岐状Ｃ１－Ｃ５０アルキル基及びポリオルガノシロキサン鎖から
選択されるものであり、場合によっては、ポリマーの他の鎖と結合していてもよいエステ
ル、アミド、ウレタン、チオカルバメート、ウレア、チオウレア及びスルホンアミド基か
ら選択される少なくとも一の基を有していてもよいもの；
　５）ｎは、２～５００の範囲の整数であり、ｍは１～１０００の範囲の整数である]
から選択される少なくとも一の部分を有するポリマーが含まれる。
【００３１】
　特に好ましいポリオルガノシロキサン含有ポリマーは、例えば、ナイロン－６１１／ジ
メチコーンコポリマー等のダウ・コーニング社から入手可能なポリシロキサン－ポリアミ
ドコポリマーである。
【００３２】
　非シリコーンポリアミドコポリマーには、ユニクリア（Uniclear）又はシルバクリア(S
ylvaclear)として販売される公知なものが含まれるが、これらに限定されるものではない
。これらの非シリコーンポリアミド類は、例えば、エステル末端化された、ユニクリア８
０又は１００として公知のもの、例えば、アミド末端化された、シルバクリアＡ２００と
して公知のもの、例えば、ポリアルキレンオキシ末端化された、シルバクリアＡＦ１９０
０として公知のもの、並びに、エステル末端化されたポリエステルアミド類等の、異なる
末端基を有する。このような非シリコーンポリアミド類には、例えば、フロリダ州ジャク
ソンビル、アリゾナケミカル社(Arizona Chemical Company)から入手可能なもの、及び、
ここに参照として取り込まれている米国特許第５７８３６５７号、米国特許第６４０２４
０８号、米国特許第６２６８４６６号、米国特許第６５５２１６０号に開示されるものが
ある。
【００３３】
　スチレン含有コポリマーは、少なくとも一のスチレンモノマーと他のモノマー、例えば
、ビニル、アクリル又はメタクリルモノマー等との共重合により得られる。このポリマー
は、例えば、スチレン（Ｓ）ブロック又はアルキルスチレン（ＡＳ）ブロック及びエチレ
ン／ブチレン（ＥＢ）、エチレン／プロピレン（ＥＰ）、ブタジエン（Ｂ）、イソプレン
（Ｉ）、アクリレート（Ａ）及びメタクリレート（ＭＡ）ブロック、又はそれらのブロッ
クの混合物から選択されるブロックを含むことができる。
【００３４】
　好ましい実施態様において、スチレン含有ポリマーは、ジブロックコポリマー（ＡＢ）
又はトリブロックコポリマー（ＡＢＡ又はＡＢＣ）である。特に好ましいトリブロックコ
ポリマーは、ポリスチレン／ポリイソプレン又はポリスチレン／ポリブタジエン型、例え
ば、ＢＡＳＦ社から「ルビトール(Luvitol)ＨＳＢ」の名称で製造され又は販売されてい
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るもの、及びポリスチレン／コポリ（エチレン－プロピレン）型又はポリスチレン／コポ
リ（エチレン－ブチレン）型、例えば、ペンレコ(Penreco)社からゲル化パーメチル(Gell
ed Permethyl)９９Ａ、又はシェル化学社から「クラトン(Kraton)」の商品名で製造され
又は販売されているものを含むが、これらに限定されるものではない。さらに、スチレン
－メタクリレートコポリマーを使用することもできる。
【００３５】
　このようなポリマーの具体例は、ペンレコ社からクラトンＧ１６５０（ＳＥＢＳ）、ク
ラトンＧ１６５１（ＳＥＢＳ）、クラトンＧ１６５２（ＳＥＢＳ）、クラトンＧ１６５７
Ｘ（ＳＥＢＳ）、クラトンＧ１７０１Ｘ（ＳＥＰ）、クラトンＧ１７０２Ｘ（ＳＥＰ）、
クラトンＧ１７２６Ｘ（ＳＥＢ）、クラトンＤ－１１０１（ＳＢＳ）、クラトンＤ－１１
０２（ＳＢＳ）、クラトンＤ－１１０７（ＳＩＳ）、ゲル化パーメチル９９Ａ－７５０、
ゲル化パーメチル９９Ａ－７５３－５８、ゲル化パーメチル９９Ａ－７５３－５９、バー
サゲル(Versagel)５９７０及びバーサゲル５９６０、及びルブリゾール（スチレン－メタ
クリレートコポリマー）からＯＳ８４３８３、ＯＳ１２９８８１及びＯＳ１２９８８０を
含むが、これらに限定されるものではない。
【００３６】
　さらに、適したジブロック又はトリブロックコポリマーには、その開示が参照としてこ
こに取り込まれる、国際特許公開ＷＯ９８／３８９８１及び米国特許出願第２００２／０
０５５５６２号に記載されているもの等のポリスチレン－コポリ（エチレン／－プロピレ
ン）又はポリスチレン－コポリ（エチレン／ブチレン）等が含まれる。
【００３７】
　特に好ましい実施態様において、本発明の組成物は、高分子化合物、特に、スチレン含
有コポリマー、少なくとも一の炭化水素ベース油をさらに含む。「炭化水素ベース油」な
る表現は、本質的に炭素と水素原子と、場合によっては酸素と窒素原子から形成される又
は構成され、任意のケイ素又はフッ素原子を含まないものを意味する。このような脂は、
エステル、エーテル、アミン又はアミド基を含んでもよい。好ましくは、炭化水素ベース
油は、４００以上の分子量を有する。
【００３８】
　本発明において、分子量４００以上の炭化水素ベース油は、例えば、融点が４５℃未満
のアルカン類、脂肪酸エステル類、脂肪アルコールエーテル類、及びそれらの混合物から
選択される。分子量４００以上の炭化水素ベース油には、特に、ホホバ油；脂肪酸エステ
ル、例えば、パルミチン酸イソセチル及びステアリン酸イソセチル；植物由来の油；脂肪
アルコールエーテル、例えばジイソステアリルエーテルを挙げることができる。
【００３９】
　特に好ましい融点４５℃未満のアルカン類には、水素化ポリイソブテン、例えば、パー
リーム(Parleam)（登録商標）及び流動パラフィン(liquid petroleum jelly)及びそれら
の混合物等が含まれるが、これらに限定されるものではない。
【００４０】
　好ましい実施態様において、炭化水素ベース油の存在量は、組成物の油相の重量に対し
て約２５重量％～約１００重量％、好ましくは油相の重量に対して約２５重量％～約８０
重量％、さらに好ましくは油相の重量に対して約３０重量％～約７０重量％であってもよ
く、その間の全ての範囲と部分的範囲を含む。
【００４１】
　スチレン含有コポリマーと炭化水素ベース油の両方を含む市販品の例には、例えば、バ
ーサゲル(Versagel)（登録商標）Ｒ及びバーサゲル（登録商標）ＲＥ等の、ペンレコ社か
ら入手可能ないくつかのバーサゲル製品が含まれる。
【００４２】
　適した炭化水素樹脂類には、脂肪族炭化水素樹脂類、水素化された脂肪族炭化水素樹脂
類、脂肪族／芳香族炭化水素樹脂類、水素化された脂肪族芳香族炭化水素樹脂類、環式脂
肪族炭化水素樹脂類、水素化された環式脂肪族樹脂類、環式脂肪族／芳香族炭化水素樹脂
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類、水素化された環式脂肪族／芳香族炭化水素樹脂類、芳香族炭化水素樹脂類、水素化さ
れた芳香族炭化水素樹脂類、ポリテルペン樹脂類、テルペン-フェノール樹脂類、ロジン
類、ロジンエステル類、不飽和酸又は無水物でグラフト化された樹脂類、及びそれらの任
意の２以上の混合物が含まれるが、これらに限定されるものではない。水素化物には、少
なくとも部分的に水素化された樹脂及び実質的に水素化された樹脂類が含まれる。
【００４３】
　適した炭化水素樹脂の例には、テキサス州ヒューストン、エクソンモービルケミカル(E
xxonMobil Chemical)社から入手可能なエスコレッズ(ESCOREZ)（登録商標）１３１０及び
イーエムピーアール(EMPR)（登録商標）、テネシー州キングスポート、イーストマンケミ
カル(Eastman Chemical)社から入手可能なピコタック(PICCOTAC)（登録商標）１０２０、
１０２０Ｅ及び９０９５、グッドイヤーケミカル(Goodyear Chemical)社から入手可能な
ウィングタック(WINGTACK)（登録商標）１０、８６、プラス(PLUS)、及び日本の日本ゼオ
ン(Nippon Zeon)社から入手可能なクイントン(QUINTONE)（登録商標）Ｋ１００、Ｒ１０
０及びＭ１００が含まれるが、これらに限定されるものではない。
【００４４】
　他の適した炭化水素樹脂類には、ここに全ての内容を参照として取り入れられている、
２００４年５月１３日に公開された、米国特許出願公開第２００４／００９２６４８号に
開示される化合物が含まれる。
【００４５】
　好ましくは、高分子化合物は、組成物の全重量に対して、約０．５重量％～約４０重量
％、より好ましくは、約１重量％～約３０重量％、さらに好ましくは約３重量％～約２０
重量％、もっとも好ましくは約５重量％～約１５重量％の範囲の量で存在し、その間の全
ての範囲と部分的範囲を含む。
【００４６】
　着色剤
【００４７】
　本発明において、組成物は少なくとも一の着色剤を含有してもよい。適した着色剤には
、特に限定されないが、脂溶性染料、真珠光沢顔料、及びパール剤等の着色顔料が含まれ
る。典型的には、組成物が着色剤を含有する場合、マスカラ組成物である。あるいは、組
成物が着色剤を含有しない場合、マスカラ組成物が睫毛に塗布される前（又は後）に、ベ
ースコート（又はトップコート）として使用可能なクリア又は透明な組成物である。しか
しながら、トップコート又はベースコートが着色剤を含有すること、及び／又はマスカラ
組成物が着色剤を殆ど含有しないか全く含有しないこともあり得る。
【００４８】
　本発明で使用され得る典型的な脂溶性染料には、例えばスーダンレッド(Sudan Red)、D
C Red 17、DC Green 6、β-カロテン、大豆油、スーダンブラウン(Sudan Brown)、DC Yel
low 11、DC Violet 2、DC Orange 5、アナトー及びキノリンイエローが含まれる。脂溶性
染料が存在する場合、それらは組成物の全重量に対して、一般的に２０重量％まで、例え
ば０．０００１％～６％の範囲の濃度を有する。
【００４９】
　本発明で使用され得る真珠光沢顔料は、白色の真珠光沢顔料、例えば、チタン又はオキ
シ塩化ビスマスで被覆されたマイカ、有色の真珠光沢顔料、例えば、酸化鉄を有するチタ
ンマイカ、フェリックブルー又は酸化クロムを有するチタンマイカ、上述したものから選
択される有機顔料を有するチタンマイカ、及びオキシ塩化ビスマスをベースとした真珠光
沢顔料から選択され得る。また真珠光沢顔料が存在するならば、それらは、組成物の全重
量に対して５０重量％まで、例えば０．１％～２０％、好ましくは０．１％～１５％の範
囲の濃度で組成物に存在する。
【００５０】
　本発明で使用され得る顔料は、白色、有色、無機物、有機物、ポリマー性、非ポリマー
性で、被覆された又は被覆されていない顔料から選択され得る。無機顔料の典型的な例に
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は、表面処理されていてもよい二酸化チタン、酸化ジルコニウム、酸化亜鉛、酸化セリウ
ム、酸化鉄、酸化クロム、マンガンバイオレット、ウルトラマリンブルー、クロム水和物
及びフェリックブルーが含まれる。有機顔料の典型的な例には、カーボンブラック、Ｄ＆
Ｃ型の顔料、アルミニウム、カルシウム、ストロンチウム、バリウム、コチニールカルミ
ンをベースとしたレーキ類が含まれる。
【００５１】
　前記顔料が存在するならば、それらは、組成物の全重量に対して５０重量％まで、例え
ば０．５重量％～４０重量％、さらには２重量％～３０重量％の範囲の濃度で、組成物に
存在し得る。ある製品の場合、顔料は、真珠光沢顔料も含めて、例えば、組成物の５０重
量％まで存在し得る。
【００５２】
　特に好ましい一実施態様は、本発明の組成物はエマルション形態である。適したエマル
ション形態には、特に限定されないが、水中油型、油中水型、油中水中油型、水中油中水
型、及びナノエマルション（微細粒子サイズ、すなわち、平均サイズが約１００ナノメー
トル（ｎｍ）未満の油球のエマルション）が含まれる。エマルションは、少なくとも一の
油相と少なくとも一の水相を含む。典型的には、エマルションは、エマルションの相分離
(de-phasing)を抑制し、エマルションに安定性を付与する界面活性剤又は界面活性剤様材
料が含む。
【００５３】
　本発明の特に好ましい一実施態様は、実質的にステアリン酸ＴＥＡを含まない（すなわ
ち、ステアリン酸ＴＥＡ０．２５％未満）又はステアリン酸ＴＥＡを含まない（すなわち
、ステアリン酸ＴＥＡ０．０５％未満）エマルションの睫毛に適用するための組成物であ
る。
【００５４】
　付加的な成分
【００５５】
　また、ここで記載された組成物は、考慮される分野で通常使用される任意の添加剤をさ
らに含有可能である。例えば、被膜形成剤、分散剤、酸化防止剤、精油、防腐剤、香料、
媒体に分散する脂溶性ポリマー、フィラー、中和剤、化粧品用及び皮膚科学用の活性剤、
例えばエモリエント、保湿剤、ビタミン類、皺取り剤、必須脂肪酸、サンスクリーン剤、
及びそれらの混合物を添加することができる。このような付加的成分に非限定的例は、こ
こにその全ての内容を取り込んで参照として導入される、２００３年１２月１２日に出願
された米国特許出願第１０／７３３４６７号に見出すことができる。適切な付加的成分の
さらなる例は、本出願が優先権を主張する出願を含む、この出願に参照されて導入される
他の参考文献に見出すことができるが、これらに限定されるものではない。このような付
加的成分のさらなる例は、International Cosmetic Ingredient Dictionary and Handboo
k(第9版、2002)に見出されるであろう。
【００５６】
　当業者であれば、考慮される添加により、本発明の組成物の有利な特性が悪影響を受け
ないか、実質的に受けないように留意して、任意の付加的な添加剤及び／又はその量を選
択するであろう。
【００５７】
　これらの物質は、所望する特性、例えばコンシステンシー又はテクスチャを有する組成
物を調製するために、当業者により様々に選択され得る。
【００５８】
　これらの添加剤は、組成物の全重量に対して、０％～９９％（例えば、０．０１％～９
０％）、より好ましくは０．１％から５０％の割合で（存在するならば）、組成物中に存
在してよい。
【００５９】
　言うまでもなく、本発明の組成物は化粧品的又は皮膚科学的に許容可能、すなわち無毒
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で生理学的に許容可能な媒体を含有しており、ヒトの睫毛に適用可能なものである。本発
明の目的において、「化粧品的に許容可能な」なる表現は、好ましい外観、匂い、感触及
び／又はテイストの組成物を意味する。
【００６０】
　特に、組成物が無水組成物又はエマルションの場合、付加的な成分の具体例には、油類
が含まれる。本発明によれば、任意の油類を使用することができる。油類は、揮発性又は
非揮発性であってよく、シリコーンベ－ス及び／又は炭化水素ベース等のものであってよ
い。従って、外部油相は、例えば、独立して又は組合せで、揮発性シリコーン油、非揮発
性シリコーン油、揮発性非シリコーン油及び非揮発性非シリコーン油を含有することがで
きる。
【００６１】
　一実施態様において、本発明の組成物は、実質的に、シリコーン油を含まないものであ
ってよい（すなわち、約１％未満のシリコーン油を含む）。他の実施態様において、本発
明の組成物は、実質的に、非シリコーン油を含まないものであってよい（すなわち、約１
％未満の非シリコーン油を含む）。他の実施態様において、本発明の組成物は、実質的に
、非揮発性油を含まないものであってよい（すなわち、約１％未満の非揮発性油を含む）
。他の実施態様において、本発明の組成物は、実質的に、揮発性油を含まないものであっ
てよい（すなわち、約１％未満の揮発性油を含む）。
【００６２】
　本発明の一実施態様によれば、油相は、一又はニ以上の揮発性シリコーン油を含んでよ
い。このような揮発性シリコーン油の例には、室温で粘度が６ｃＳｔ未満で、場合によっ
ては、１～１０の炭素原子のアルキル又はアルコキシ基で置換されていてもよい、２～７
のケイ素原子を有する直鎖状又は環状シリコーン油類が含まれる。適した本発明で使用可
能な油類には、オクタメチルテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ド
デカメチルシクロヘキサシロキサン、ヘプタメチルオクチルトリシロキサン、ヘキサメチ
ルジシロキサン、ドデカメチルテトラシロキサン、ドデカメチルペンタシロキサン及びこ
れらの混合物が含まれる。使用可能な他の揮発性油類は、６ｃＳｔの粘度と９４℃の引火
点を有する信越(Shin Etsu)社からの市販品であるＫＦ９６Ａを含む。好ましくは、揮発
性シリコーン油は、少なくとも４０℃の引火点を有する。
【００６３】
　揮発性シリコーン油類の非限定的例を、下記表１に示す。
【００６４】
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【表１】

【００６５】
　さらに、揮発性で直鎖状のシリコーン油を、本発明の組成物に使用してもよい。適切な
揮発性で直鎖状のシリコーン油には、米国特許第６３３８８３９号及び国際特許出願公開
第０３／０４２２２１号に記載されているものが含まれる。他の一実施態様において、揮
発性直鎖状シリコーン油はデカメチルテトラシロキサンである。他の一実施態様において
、デカメチルテトラシロキサンは、デカメチルテトラシロキサンよりも揮発性である他の
溶剤とさらに組合せたものである。
【００６６】
　溶媒／油の揮発性は米国特許第６３３８８３９号に記載された蒸発速度を使用して決定
することができる。
【００６７】
　本発明で使用可能な他のシリコーン油の例には、室温で液状の非揮発性、直鎖状のポリ
ジメチルシロキサン類(ＰＤＭＳ)；シリコーン鎖に垂下して及び／又はその末端に存在し
、アルキル又はアルコキシ又はフェニル基を有するポリジメチルシロキサン類で、該基が
それぞれ２～２４の炭素原子を有するもの；フェニルシリコーン類、例えばフェニルトリ
メチコーン類、フェニルジメチコーン類、フェニルトリメチルシロキシジフェニルシロキ
サン類、ジフェニルジメチコーン類、ジフェニルメチルジフェニルトリシロキサン類、及
び２-フェニルエチルトリメチルシロキシシリカート類が含まれる。
【００６８】
　他の好ましい実施態様では、油相は、揮発性炭化水素油、アルコール、揮発性エステル
及び揮発性エーテルから選択されうる一又は複数の非シリコーン揮発性油を含んでいても
よい。そのような揮発性非シリコーン油の例には、限定されるものではないが、８から１
６の炭素原子を有する揮発性炭化水素油とその混合物、特に分枝状Ｃ８～Ｃ１６アルカン
類、例えばＣ８～Ｃ１６イソアルカン類（イソパラフィンとしても知られている）、イソ
ドデカン、イソデカン、イソヘキサデカン、及び例えばアイソパー（Isopar）又はパーメ
チル（Permethyl）の商品名で販売されている油、Ｃ８～Ｃ１６分枝エステル、例えばネ
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オペンタン酸イソヘキシル又はイソデシル及びその混合物が含まれる。好ましくは、揮発
性非シリコーン油は少なくとも４０℃の引火点を有する。
【表２】

【００６９】
　本発明の組成物において使用することができる他の非シリコーン油の例には、極性油、
例えば：
　－脂肪酸が多様な鎖長さを有してもよく、これらの鎖が直鎖状又は分枝状で飽和又は不
飽和であってもよい、グリセロールの脂肪酸エステルからなる高トリグリセリド含量の炭
化水素系植物性油で；これらの油には、特に小麦胚芽油、コーン油、ヒマワリ油、カリテ
バター、ヒマシ油、スイートアーモンド油、マカダミア油、アプリコット油、大豆油、菜
種油、綿の種油、アルファルファ油、ポピー油、カボチャ油、ゴマ油、ゼニアオイ(marro
w)油、アボカド油、ヘーゼルナッツ油、グレープシード油、クロフサスグリの種油、月見
草油、雑穀油、大麦油、キノア(quinoa)油、オリーブ油、ライ麦油、ベニバナ油、ククイ
ノキ油、トケイソウ油及びジャコウバラ油；又はカプリル酸／カプリン酸トリグリセリド
、例えばステアリネリデュボア(Stearineries Dubois)社から販売されているもの、又は
ダイナミットノーベル(Dynamit Nobel)社からミグリオール(Miglyol)８１０、８１２及び
８１８の商品名で販売されているもの；
　－式Ｒ５ＣＯＯＲ６の合成油又はエステルであって、Ｒ５は７～１９の炭素原子を含む
、１～４０の炭素原子を含む直鎖状又は分枝状の高級脂肪酸残基を表し、Ｒ６は３～２０
の炭素原子を含む１～４０の炭素原子を有する分枝状炭化水素ベース鎖を表し、Ｒ６＋Ｒ

７≧１０のもの、例えばプルセリン油（オクタン酸ケトステアリル）、イソノナン酸イソ
ノニル、安息香酸Ｃ１２～Ｃ１５アルキル；ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸２
-エチルヘキシル、アルコール類又はポリアルコール類のオクタノアート類、デカノアー
ト類又はリシノレアート類；ヒドロキシエステル、例えば乳酸イソステアリル又はリンゴ
酸ジイソステアリル；及びペンタエリトリトールエステル；
　－１０～４０の炭素原子を含む合成エーテル；
　－Ｃ８～Ｃ２６脂肪アルコール類、例えばオレインアルコール；及び
　－それらの混合物、
が含まれる。
【００７０】
　好ましくは、油類は、存在する場合、組成物の全重量の約５％～約８０％、より好まし
くは組成物の全重量の約１０％～約６０％、最も好ましくは約１５％～約５０％を占め,
その間の全ての範囲と部分的範囲を含む。
【００７１】
　水は、存在する場合、好ましくは、組成物の全重量の約１～約７０％、より好ましくは
約５％～約６０％、最も好ましくは約１０％～約５０％を占め、その間の全ての範囲と部
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分的範囲を含む。
【００７２】
　好ましい実施態様では、（ａ）少なくとも一の脂肪アルコキシル化ニ量体化合物；及び
（ｂ）ポリオルガノシロキサン含有ポリマー、非シリコーン－ポリアミドコポリマー、炭
化水素樹脂、スチレン含有コポリマー、及びそれらの混合物からなる群から選択される少
なくとも一の高分子化合物を組合せることからなる、マスカラ、トップコート及びベース
コート等の睫毛用組成物の性能特性、例えば、耐移り性、長時間にわたる帯着性及び／又
は耐水性などを改良する方法が提供される。組成物は、必要に応じて、好ましくは一日に
１又は２回、さらに好ましくは一日に１回、睫毛に適用され、次いで、衣服又は他の物体
等に接触させる前に乾燥させてもよい。
【００７３】
　特に好ましい実施態様では、十分な脂肪アルコキシル化ニ量体化合物を、組成物の性能
特性が、個々のいずれかの他の成分を含有する組成物の性能特性よりも優れるような十分
な高分子化合物を組合せる。よって、そのような特に好ましい実施態様において、睫毛用
組成物は、耐移り性、長時間にわたる帯着性及び／又は耐水性を高めるのに有効量の脂肪
アルコキシル化ニ量体化合物及び／又は高分子化合物を含む。
【００７４】
　本発明の他の実施態様では、有効量の、（ａ）少なくとも一の脂肪アルコキシル化ニ量
体化合物；及び（ｂ）ポリオルガノシロキサン含有ポリマー、非シリコーン－ポリアミド
コポリマー、炭化水素樹脂、スチレン含有コポリマー、及びそれらの混合物からなる群か
ら選択される少なくとも一の高分子化合物を含有する組成物を、睫毛に適用することから
なる、睫毛のボリューム及び／又は長さを増大させる方法が提供される。組成物は、必要
に応じて、好ましくは一日に１又は２回、さらに好ましくは一日に１回、睫毛に適用され
、次いで、衣服又は他の物体等に接触させる前に乾燥させてもよい。
【００７５】
　本発明のさらに他の実施態様では、メイクアップ有効量の、（ａ）少なくとも一の脂肪
アルコキシル化二量体化合物；及び（ｂ）ポリオルガノシロキサン含有ポリマー、非シリ
コーン－ポリアミドコポリマー、炭化水素樹脂、スチレン含有コポリマー、及びそれらの
混合物からなる群から選択される少なくとも一の少なくとも一の高分子化合物を含有する
組成物を、睫毛に適用することからなる、睫毛のメイクアップ方法が提供される。
【００７６】
　本発明の好ましい実施態様では、睫毛を処理及び／又は手入れするために、十分な量の
本発明の組成物を睫毛に適用することによる睫毛のトリートメント又は手入れをする方法
が提供される。
【００７７】
　本発明の他の好ましい実施態様では、睫毛の外観を強化するために、十分な量の本発明
の組成物を睫毛に適用することにより、睫毛の外観を強化する方法が提供される。
【００７８】
　上述した好ましい実施態様では、本発明の組成物は、睫毛の処理、手入れ及び／又はメ
イクアップ、又は睫毛の外観を強化するために十分な量を、睫毛に局所適用される。組成
物は、必要に応じて、好ましくは一日に１回又は２回、より好ましくは一日に１回適用さ
れ、次いで、好ましくは、衣服又は他の物体等と接触する前に乾燥させてもよい。
【００７９】
　また、本発明は、ここで記載された一又は複数のここに記載した組成物（例えば、（１
）マスカラ；及び（２）ベースコート及び／又はトップコートを含むキット）を含むもの
である場合も想定される。本発明の任意の主題のための包装及び適用装置は、当業者自身
の知識に基づき選択及び製造され、包装される組成物の種類に応じて改良されてよい。実
際、使用される装置の種類は、組成物のコシステンシー、特にその粘度に関連しており；
組成物に存在する成分の種類、例えば揮発性化合物の存在に依存する可能性がある。
【００８０】
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　特に示さない限りは、明細書及び特許請求の範囲に使用されている成分の量、反応条件
、及びその他色々を表す全ての数値は、いずれの場合においても、「約」なる用語により
加減されると理解される。従って、それとは対照的に示されていない場合、以下の明細書
及び附随する特許請求の範囲に説明されている数的パラメータは、本発明により得られる
と思われる所望の特性に応じて変化し得る近似値である。
【００８１】
　本発明の広範囲において説明された数的範囲及びパラメータは、近似値であるにもかか
わらず、特定の実施例で説明されている数値は、可能な限り正確に報告している。しかし
ながら、任意の数値は、それらそれぞれの測定において見出される標準偏差から必然的に
生じる誤差を本質的に含む。以下の実施例は本発明を例証することを意図しており、結果
としてその範囲を限定するものではない。パーセンテージは重量に基づいて付与される。
【００８２】
　実施例１－マスカラ（エマルション）
【表３】
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